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山
る
。目

「
第第第第

山 口 県

山
山

報

規山 毎

（号 外 ）

八
目

県
民
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

一
目

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
第

口
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十

次
中

四
目

ス
ポ
ー
ツ
交
流
ま
ち
づ

七
）

五
目

美
術
館
（
第
三
十
五
条
の

六
目

県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
第
三

七
目

芸
術
村
（
第
三
十
五
条
の

口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

口
県
規
則
第
三
十
二
号

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部

目

次

則口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

規

週
火
・
金
曜
日
発
行

（
第
三
十
五
条
の
十
九

第
三
十

四
十
四
条

第
四
十
六
条
）

三
年
山
口
県
規
則
第
十
五
号
）

く
り
拠
点
施
設
（
第
三
十
五
条
の

八

第
三
十
五
条
の
十
二
）

十
五
条
の
十
三

第
三
十
五
条

十
六

第
三
十
五
条
の
十
八
）

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口
県
知

を
改
正
す
る
規
則

す
る
規
則
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

則

五
条
の
二
十
一
）

」

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

五

第
三
十
五
条
の

の
十
五
）

を
削

る
。

事

村

岡

嗣

政

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

平 成 年
月 日

（木曜日）

県
民
生
活
課
の
項
中
「
総
務
企

部
の
部
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

政
策
課
の
項
を
削
り
、
同
部
の

第
八
款

農
林
水
産
部
に
属

「
第
八
款
」
を
「
第
九
款
」
に

第
八
条
第
一
項
の
表
総
務
部

「
学
事
宗
務
班
」
に
、
「
私
学

の
部
中
山
間
地
域
づ
く
り
推
進

造
班
」
に
改
め
、
同
部
国
際
課

「
第
七
款

観
光
ス
ポ
ー
ツ
文

第
一
目

ス
ポ
ー
ツ
交
流

条
の
七
）

第
二
目

美
術
館
（
第
百

第
三
目

県
民
文
化
ホ
ー

第
四
目

芸
術
村
（
第
百

第
五
目

県
民
芸
術
文
化

一
）

「
第
一
目

県
民
活
動
支
援
セ

第
二
目

交
通
安
全
学
習
館

第
三
目

男
女
共
同
参
画
相

第
四
目

大
内
寮
（
第
四
十

第
五
目

動
物
愛
護
セ
ン
タ

第
六
目

自
然
公
園
施
設
（

第
七
目

自
然
観
察
公
園
（

「
第
七
款

農
林
水
産
部
に
属

第
二
目

県
民
活
動
支
援
セ

第
三
目

交
通
安
全
学
習
館

第
四
目

男
女
共
同
参
画
相

第
五
目

大
内
寮
（
第
四
十

第
六
目

動
物
愛
護
セ
ン
タ

第
七
目

自
然
公
園
施
設
（

第
八
目

自
然
観
察
公
園
（

画
班

消
費
生
活
班
」
を
「
総
務

室
の
項
を
削
り
、
同
表
商
工
労
働

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

す
る
出
先
機
関

「
第
九
款

削
除

「
第

、

第
十
款

削
除

を

第

第
十
一
款

削
除
」

第

の
部
学
事
文
書
課
の
項
中
「
学
事

振
興
班
」
を
「
私
学
振
興
班

大

課
の
項
中
「
交
流
推
進
班
」
を
「

の
項
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
の

化
部
に
属
す
る
出
先
機
関

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
（
第
百
七

七
十
五
条
の
八

第
百
七
十
五
条

ル
（
第
百
七
十
五
条
の
十
三

第

七
十
五
条
の
十
六

第
百
七
十
五

ホ
ー
ル
（
第
百
七
十
五
条
の
十
九

ン
タ
ー
（
第
四
十
四
条

第
四
十

（
第
四
十
七
条

第
四
十
七
条
の

談
セ
ン
タ
ー
（
第
四
十
七
条
の
四

七
条
の
五
の
二

第
四
十
七
条
の

ー
（
第
四
十
七
条
の
五
の
五

第

第
四
十
七
条
の
六

第
四
十
七
条

第
四
十
七
条
の
八
の
二

第
四
十

す
る
出
先
機
関
」
を

ン
タ
ー
（
第
四
十
六
条
の
二

第

（
第
四
十
七
条

第
四
十
七
条
の

談
セ
ン
タ
ー
（
第
四
十
七
条
の
四

七
条
の
五
の
二

第
四
十
七
条
の

ー
（
第
四
十
七
条
の
五
の
五

第

第
四
十
七
条
の
六

第
四
十
七
条

第
四
十
七
条
の
八
の
二

第
四
十

一

企
画
班
」
に
改
め
、
同
表
健
康
福

部
の
部
観
光
振
興
課
の
項
及
び
交

」

十
款

削
除

十
一
款

削
除

に
改
め
る
。

十
二
款

削
除
」

宗
務
班

大
学
・
公
益
法
人
班
」

学
班
」
に
改
め
、
同
表
総
合
企
画

交
流
推
進
班

や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し

項
を
削
り
、
同
表
環
境
生
活
部
の

十
五
条
の
五

第
百
七
十
五

の
十
二
）

百
七
十
五
条
の
十
五
）

条
の
十
八
）

第
百
七
十
五
条
の
二
十

に

六
条
）

三
）

・
第
四
十
七
条
の
五
）

五
の
四
）

四
十
七
条
の
五
の
七
）

の
八
）

七
条
の
八
の
四
）

に
」

四
十
六
条
の
四
）

三
）

・
第
四
十
七
条
の
五
）

五
の
四
）

四
十
七
条
の
五
の
七
）

の
八
）

七
条
の
八
の
四
）

を
」

祉通 を部創部 、 、

規

則



平

二
号

上
げ

成 年 月 日 木曜日

第第
「
研

山 口

第
２

る

県 報

第
被
害

（号 外 ）

及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を

、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

理
課

空
セ
ン
タ
ー

県
民
生
活
課

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

消
費

国

際

課

旅
券
セ
ン

タ
ー

八
条
第
三
項
中
「
商
政
課
」
の
下

九
条
第
一
項
の
表
総
務
部
の
部
人

修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
」
を

全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
推
進
室

八
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

分
室
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
室
に

課

分

室

防
災
危
機
管

消
防
防
災
航

文化部

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

地
域
ス

文
化
振
興
課

地
域
文

県
史
編
さ
ん
室

八
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の

対
策
班
」
に
改
め
、
同
表
土
木
建

観
光
政
策
課

総
務
企

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
室

幕
末
維

ン
班

交
通
政
策
課

地
域
交

観光スポーツ

国

際

課

第
二
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第

者
政
策
班

消
費
者
教
育
・
相
談
班

に
「
、
観
光
政
策
課
」
を
加
え

事
課
の
項
第
三
号
中
「
、
職
階

「
人
事
評
価
及
び
研
修
」
に
改
め

る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
課
に

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

班

ポ
ー
ツ
班

競
技
ス
ポ
ー
ツ
班

化
班

文
化
環
境
班

部
農
林
水
産
政
策
課
の
項
中
「

築
部
の
部
都
市
計
画
課
の
項
の

画
班

観
光
政
策
班

連
携
・
国
際

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班

デ
ス
テ
ィ
ネ

通
班

空
港
利
用
促
進
班

十
七
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

る
。

制
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中

、
同
部
学
事
文
書
課
の
項
中
第

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
班
を
置
く
。

資
源
活
用
推
進
班
」
を
「
鳥
獣

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

班ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

文

進

四

体
育
関
係

ーツ

際課

関
す
る
こ
と

二

国
際
交
流

三

東
ア
ジ
ア

四

国
際
協
力

スポーツ推

一

ス
ポ
ー
ツ

と
。

二

ス
ポ
ー
ツ

三

体
育
関
係

に
関
す
る
こ

ェクト推進室

二

観
光
施
設

三

物
産
の
振

交通政策課

鉄
道
、
海
運
、

整
に
関
す
る
こ

スポ

国

一

国
際
交
流

観光政策課

一

観
光
に
関

二

旅
行
業
者

三

外
国
人
観

と
。

四

一
般
社
団

会
に
関
す
る

観光プロジ

一

国
内
観
光

観光
十
六

大
学
と
の
連
絡
調
整

十
七

公
立
大
学
法
人
山
口

第
九
条
第
一
項
の
表
総
合
企

環
境
生
活
部
の
部
県
民
生
活
課

と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し

の
項
を
削
り
、
同
表
商
工
労
働

課
の
項
及
び
交
通
政
策
課
の
項

法
人
（
学
校
体
育
関
係
法
人
を
除
く
。

。に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
に
関

地
域
と
の
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

及
び
在
外
県
人
会
に
関
す
る
こ
と
。

の
推
進
に
係
る
施
策
の
企
画
及
び
総

交
流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
に
関
す
る

団
体
（
学
校
体
育
関
係
団
体
を
除
く
。

と
。

及
び
観
光
資
源
に
関
す
る
こ
と
。

興
に
関
す
る
こ
と
。

バ
ス
、
航
空
そ
の
他
交
通
運
輸
に
係
る

と
。

に
関
す
る
事
業
の
総
合
的
な
企
画
及
び

す
る
施
策
の
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る

の
登
録
、
監
督
及
び
指
導
に
関
す
る
こ

光
客
の
誘
致
、
宣
伝
及
び
受
入
れ
体
制

法
人
山
口
県
観
光
連
盟
及
び
一
般
社
団

こ
と
。

客
の
誘
致
及
び
宣
伝
に
関
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
こ
と
。

県
立
大
学
に
関
す
る
こ
と
。

画
部
の
部
国
際
課
の
項
か
ら
県
史

の
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号

、
第
六
号
を
削
り
、
同
表
健
康
福

部
の
部
商
政
課
の
項
第
一
号
中
「

を
削
り
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う

）
に
関
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

合
調
整
に
関
す
る
こ

こ
と
。

）
の
連
絡
及
び
調
整

施
策
の
企
画
及
び
調

調
整
並
び
に
推
進
に

こ
と
。

と
。

の
整
備
に
関
す
る
こ

法
人
山
口
県
物
産
協

編
さ
ん
室
の
項
ま
で
を
削
り
、
同

を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三

祉
部
の
部
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

、
観
光
」
を
削
り
、
同
部
観
光
振

に
加
え
る
。

二

表号室興



平成

第

年 月 日 木曜日

め
、

山 口 県

改
め

ず
つ五第

ら
第五第

備
」

報

第三第
規
格

（号 外 ）

室九
条
第
一
項
の
表
土
木
建
築
部

同
表
土
木
建
築
部
の
部
都
市
計
画

全国都市緑化フェア推進

一

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の

二

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画

三

実
行
委
員
会
に
関
す
る
こ

四

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

五

行
事
、
催
事
及
び
出
展
に

六

輸
送
及
び
交
通
に
関
す
る

七

施
設
の
整
備
に
関
す
る
こ

八

全
国
都
市
緑
化
祭
に
関
す

、
同
部
農
業
振
興
課
の
項
中
第
十

繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の

地
域
登
録
検
査
機
関
の
登
録
、

九
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の

九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
推

九
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
高

部

県史編さん室

県
史
の
編
さ
ん
に
関
す

九
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の

鳥
獣
被
害
対
策
に
係
る
施
策
の

九
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の

化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関

課

五

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ

化

文化振興課

一

地
域
文
化
の
振

と
。

二

芸
術
文
化
に
関
す

三

著
作
権
に
関
す
る

四

美
術
館
、
県
民
文

関
す
る
こ
と
。

の
部
河
川
課
の
項
第
六
号
中
「
地

課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
こ
と
。

と
。

関
す
る
こ
と
。

こ
と
。

と
。

る
こ
と
。

九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
五

一
号
を
加
え
る
。

指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と

部
森
林
企
画
課
の
項
中
第
十
号

、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

進
に
関
す
る
こ
と
。

部
漁
港
漁
場
整
備
課
の
項
第
二

潮
及
び
浸
食
対
策
」
を
「
津
波
、

る
企
画
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ

部
農
林
水
産
政
策
課
の
項
第
三

企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す

部
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

す
る
法
律
」
を
「
農
林
物
資
の

推
進
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

興
に
係
る
施
策
の
企
画
及
び
総
合
調
整

る
こ
と
。

こ
と
。

化
ホ
ー
ル
、
芸
術
村
及
び
県
民
芸
術

盤
変
動
及
び
高
潮
対
策
」
を

え
る
。

号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号

。を
第
十
一
号
と
し
、
第
五
号
か

加
え
る
。

号
中
「
修
築
、
改
良
」
を
「
整

高
潮
及
び
浸
食
対
策
」
に
改

と
。

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

る
こ
と
。

の
項
第
五
号
中
「
農
林
物
資
の

規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に

に
関
す
る
こ

文
化
ホ
ー
ル
に

「

工
務
第
二
課

三

計
量
証
明
の
事
業
の
登

四

適
正
計
量
管
理
事
業
所

五

計
量
思
想
の
普
及
に
関

六

届
出
製
造
事
業
者
等
の

第
百
四
十
五
条

削
除

第
三
章
第
一
節
中
第
十
一
款

す
る
。

第
二
百
四
十
九
条
の
表
柳
井

四
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
三
章
第
一
節
第
四
款
中
第

げ
る
。

第
百
四
十
四
条
及
び
第
百
四

（
所
掌
事
務
）

第
百
四
十
四
条

計
量
検
定
所

一

計
量
器
の
検
定
及
び
検

二

計
量
器
の
製
造
、
修
理

県民生活課

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

消
費
者

第
十
二
条
第
三
項
の
表
分
室

任
主
事
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
一
節
第
二
款
第
四

第
三
章
第
一
節
第
四
款
第
一

第
四
十
六
条
の
二
を
第
四
十

「
地
盤
変
動
、
津
波
及
び
高
潮

「
整
備
」
に
改
め
、
同
項
第
四

改
め
、
同
部
建
築
指
導
課
の
項

つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に

八

建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ

第
九
条
第
二
項
の
表
防
災
危

」
を

録
に
関
す
る
こ
と
。

等
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

を
第
十
二
款
と
し
、
第
十
款
を
第

土
木
建
築
事
務
所
の
項
中

二
目
を
第
一
目
と
し
、
第
三
目
か

十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と

査
に
関
す
る
こ
と
。

及
び
販
売
の
事
業
の
届
出
に
関
す

行
政
及
び
物
価
行
政
に
関
す
る
こ
と
。

の
項
中
「
次
長
」
を
「
次
長

主

目
か
ら
第
八
目
ま
で
を
削
る
。

目
を
削
る
。

四
条
と
し
、
第
四
十
六
条
の
三
を

対
策
」
に
改
め
、
同
部
港
湾
課
の

号
中
「
高
潮
及
び
浸
食
対
策
」
を

中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、

次
の
一
号
を
加
え
る
。

ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合

機
管
理
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

三

十
一
款
と
し
、
第
九
款
を
第
十
款

ら
第
八
目
ま
で
を
一
目
ず
つ
繰
り

す
る
。

る
こ
と
。

幹
」
に
、
「
主
任
」
を
「
主
任

第
四
十
五
条
と
し
、
第
四
十
六
条

項
第
二
号
中
「
修
築
、
改
良
」

「
津
波
、
高
潮
及
び
浸
食
対
策
」

第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号

性
に
係
る
判
定
等
に
関
す
る
こ
と

に
加
え
る
。

と 上 主の をにず。



平成 年 月 日 木曜日

称

山 口

第
改
め第第

（
名

第
百例

県 報

第第
「に

改

（号 外 ）

「所
の

「

及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

名

称

山
口
県
立
お
の
だ
サ
ッ
カ
ー
交
流

山

口

県

立

下

関

武

道

山

口

県

ス

ポ

ー

ツ

交

百
八
十
六
条
の
表
林
業
技
術
部
の

る
。

三
章
第
一
節
第
七
款
を
同
節
第
八

三
章
第
一
節
第
六
款
の
次
に
次
の

第
七
款

観
光
ス
ポ
ー
ツ

第
一
目

ス
ポ
ー
ツ
交

称
及
び
位
置
）

七
十
五
条
の
五

山
口
県
ス
ポ
ー

第
四
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に

三
章
第
一
節
第
八
款
を
同
節
第
九

百
七
十
七
条
の
表
山
口
県
柳
井
農

事

業

課

」
に
改
め
、
同
表

め
る
。

工
務
第
二
課

工
務
第
一
班

工
務

項
中
「

工
務
第
二
課

工
務
第
三
課

工
務
第

工
務
第
二
課

工
務
第
三
課

工
務
第
一
班

工
務

る
。

位

公
園

山

陽

小

野

田

市

館

下

関

市

流

村

光

市

項
中
「
緑
化
種
苗
課

林
業
研

款
と
す
る
。

一
款
を
加
え
る
。

文
化
部
に
属
す
る
出
先
機
関

流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

ツ
交
流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

よ
り
設
置
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
交

款
と
す
る
。

林
事
務
所
の
項
中
「

事
業
第
一

事
業
第
二

山
口
県
山
口
農
林
事
務
所
の
項
中

第
二
班

」
に
改
め

一
班

工
務
第
二
班

第
二
班

」
に
改
め

置

修
室
」
を
「
林
業
研
修
室
」
に

条
例
（
平
成
十
七
年
山
口
県
条

流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の
名

課課

」
を

「
整
備
班
」
を
「
環
境
班
」

、
同
表
宇
部
土
木
建
築
事
務

」
を

る
。

第
百
七
十
五
条
の
十

課
の
分

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦

（
分
課
）

第
百
七
十
五
条
の
九

山
口
県

学

芸

課

普

及

課

２

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦

（
分
掌
事
務
）

第
二
目

美
術

（
名
称
及
び
位
置
）

第
百
七
十
五
条
の
八

山
口
県

定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
美
術

名

山

口

県

立

美

掲
げ
る
事
務
は
、
指
定
管
理

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
業

二

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流

一
項
の
使
用
日
又
は
使
用

三

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流

四

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流

許
可
を
取
り
消
し
、
又
は

五

施
設
及
び
設
備
の
維
持

（
業
務
）

第
百
七
十
五
条
の
六

ス
ポ
ー

一

ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
交

二

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の

に
必
要
な
業
務
に
関
す
る

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
百
七
十
五
条
の
七

ス
ポ
ー

掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

上
記
念
館

萩

立
美
術
館
に
次
の
課
を
置
く
。

上
記
念
館
に
学
芸
課
を
置
く
。

館立
美
術
館
条
例
（
昭
和
五
十
四
年

館
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と

称

位

術

館

山

口

者
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

務
に
関
す
る
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例
第
四

時
間
を
変
更
す
る
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例
第
五

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例
第
七

そ
の
使
用
を
拒
む
こ
と
。

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ツ
交
流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の

流
の
機
会
の
提
供
に
関
す
る
こ
と

る
相
談
及
び
情
報
提
供
に
関
す
る

の
ほ
か
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満

こ
と
。

ツ
交
流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の

。 市 山
口
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
の

お
り
で
あ
る
。

置

市 条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条

条
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

条
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
の
使
用

業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

。こ
と
。

ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

管
理
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次

四

規 第の めに



平成

四五

年 月 日 木曜日

第
百者一二三

山 口 県

２
に

（
そ

第
百可

（
指

報 （号 外 ）

山
口
県
立
美
術
館
条
例
第
三
条

に
限
る
。
）
。

山
口
県
立
美
術
館
条
例
第
八
条

七
十
五
条
の
十
二

美
術
館
の
管

に
よ
り
行
わ
れ
る
。

山
口
県
立
美
術
館
条
例
第
三
条

附
帯
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。

山
口
県
立
美
術
館
条
例
第
三
条

関
連
す
る
も
の
及
び
研
究
会
の
開

山
口
県
立
美
術
館
条
例
第
三
条

関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
。

五

美
術
そ
の
他
の
芸

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

規
定
す
る
普
及
課
の
事
務
を
分
掌

の
他
の
所
掌
事
務
）

七
十
五
条
の
十
一

美
術
館
は
、

（
次
条
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

三

美
術
品
等
に
関
す

普

及

課

一

美
術
そ
の
他
の
芸

の
開
催
に
関
す
る
こ

除
く
。
）
。

二

利
用
者
に
対
す
る

三

解
説
書
、
目
録
、

す
る
こ
と
。

四

美
術
そ
の
他
の
芸

課

分

学

芸

課

一

美
術
品
等
の
収
集

十
五
条
の
十
二
第
一

二

収
集
美
術
品
等

と
。

第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す

の
許
可
（
同
条
第
一
号
ハ
及
び

理
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次

第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す

第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す

催
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）

第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す

術
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。

館
の
学
芸
課
は
、
前
項
に
規
定

す
る
。

前
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か

除
く
。
）
に
関
す
る
事
務
を
所

る
専
門
的
及
び
技
術
的
調
査
研
究
に

術
に
関
す
る
講
演
会
、
講
習
会
、
映

と
（
第
百
七
十
五
条
の
十
二
第
二
号

指
導
、
助
言
及
び
援
助
に
関
す
る
こ

年
報
、
調
査
研
究
の
報
告
書
等
の
作

術
に
関
す
る
学
校
教
育
の
支
援
に
関

掌

事

、
貸
出
し
、
保
管
及
び
展
示
に
関
す

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

の
熟
覧
、
模
写
、
模
造
又
は
撮
影
の

る
こ
と
（
知
事
が
定
め
る
も
の

第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
施
設
の
使

に
掲
げ
る
事
務
は
、
指
定
管
理

る
こ
と
（
美
術
品
等
の
展
示
に

る
こ
と
（
美
術
品
等
の
展
示
に

。る
こ
と
（
生
涯
学
習
の
支
援
に

す
る
分
掌
事
務
の
ほ
か
、
同
項

、
美
術
館
の
施
設
の
使
用
の
許

掌
す
る
。

関
す
る
こ
と
。

写
会
、
研
究
会
等

に
掲
げ
る
も
の
を

と
。

成
、
配
布
等
に
関

す
る
こ
と
。

務
る
こ
と
（
第
百
七

許
可
に
関
す
る
こ

第
百
七
十
五
条
の
十
六

山
口

定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
芸
術

三

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル

長
し
、
又
は
短
縮
す
る
こ

四

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル

五

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル

は
そ
の
使
用
を
拒
む
こ
と

六

施
設
及
び
設
備
の
維
持

第
四
目

芸
術

（
名
称
及
び
位
置
）

二

文
化
活
動
そ
の
他
の
学

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
百
七
十
五
条
の
十
五

県
民

指
定
管
理
者
に
よ
り
行
わ
れ

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
業

二

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル

館
し
、
又
は
臨
時
に
閉
館

規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
県

名

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル

（
業
務
）

第
百
七
十
五
条
の
十
四

県
民

一

文
化
活
動
そ
の
他
の
学

用
に
係
る
も
の
に
限
る
。

六

山
口
県
立
美
術
館
条
例

八
条
の
許
可
を
取
り
消
す

七

施
設
及
び
設
備
の
維
持

第
三
目

県
民

（
名
称
及
び
位
置
）

第
百
七
十
五
条
の
十
三

山
口

県
芸
術
村
条
例
（
平
成
十
年
山
口

村
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と

条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

と
。

条
例
第
六
条
の
許
可
を
す
る
こ
と

条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
施

。管
理
に
関
す
る
こ
と
。

村 習
活
動
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料

の
ほ
か
、
文
化
の
振
興
を
図
る
た

文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
に
関
す
る
事

る
。

務
に
関
す
る
こ
と
。

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

す
る
こ
と
。

民
文
化
ホ
ー
ル
の
名
称
及
び
位
置

称

位

い
わ
く
に

岩

国

文
化
ホ
ー
ル
の
業
務
は
、
次
の
と

習
活
動
の
機
会
の
提
供
に
関
す
る

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る

第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
美
術
品

こ
と
。

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
ホ
ー
ル

県
民
文
化
ホ
ー
ル
条
例
（
平
成
八

五

県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
一
条
の

お
り
で
あ
る
。

り
、
同
条
第
一
項
の
開
館
時
間
を

。設
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
し
、

の
収
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と

め
に
必
要
な
業
務
に
関
す
る
こ
と

務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
は

り
、
同
条
第
一
項
に
掲
げ
る
日
に

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

置

市お
り
で
あ
る
。

こ
と
。

こ
と
。

等
の
観
覧
を
拒
み
、
又
は
同
条
例

年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条

規 延又 。。、開 第の



平

（
業

成 年 月 日 木曜日

（
名

第
百号り

山 口

二三四五六

県 報

二三四
（
指

第
百者一

（号 外 ）

（
業

第
百一

務
）

称
及
び
位
置
）

七
十
五
条
の
十
九

山
口
県
民

）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

で
あ
る
。名

称

山
口
県
民
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
な

山
口
県
芸
術
村
条
例
第
四
条
第

又
は
臨
時
に
閉
館
す
る
こ
と
。

山
口
県
芸
術
村
条
例
第
五
条
第

こ
と
。

山
口
県
芸
術
村
条
例
第
六
条
の

山
口
県
芸
術
村
条
例
第
八
条
の

使
用
を
拒
む
こ
と
。

施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に

第
五
目

県
民
芸
術
文

芸
術
に
関
す
る
講
習
に
関
す
る

芸
術
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

に
必
要
な
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

七
十
五
条
の
十
八

芸
術
村
の
管

に
よ
り
行
わ
れ
る
。

前
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関

名

称

秋

吉

台

国

際

芸

術

務
）

七
十
五
条
の
十
七

芸
術
村
の
業

芸
術
に
関
す
る
創
造
的
活
動
の芸

術
文
化
ホ
ー
ル
条
例
（
平
成
十

れ
た
県
民
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の

位

が
と

長

門

市

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第

許
可
を
す
る
こ
と
。

規
定
に
よ
り
、
施
設
の
使
用
の

関
す
る
こ
と
。

化
ホ
ー
ル

こ
と
。

の
収
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ

、
芸
術
に
係
る
人
材
の
育
成
及

理
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次

す
る
こ
と
。

位

村

美

祢

市

務
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

機
会
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

一
年
山
口
県
条
例
第
三
十
七

名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お

置

一
項
に
掲
げ
る
日
に
開
館
し
、

一
項
の
開
館
時
間
を
短
縮
す
る

許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の

と
。

び
交
流
の
促
進
に
資
す
る
た
め

に
掲
げ
る
事
務
は
、
指
定
管
理

置

る
重
要
事

関
す
る
事

山
口
県
公
益
認
定

等
審
議
会

関
す
る
法

第
五
十
条

の
権
限
に

事
務

山
口
県
私
立
学
校

審
議
会

私
立
学
校

号
）
第
九

限
に
属
さ

学
及
び
私

び
に
私
立

六

施
設
及
び
設
備
の
維
持

第
三
百
一
条
第
一
号
の
表
中

「
山
口
県
公
立
大
学

法
人
評
価
委
員
会

地
方
独
立

十
八
号
）

独
立
行
政

関
す
る
こ

さ
せ
ら
れ

公
益
社
団

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
業

二

山
口
県
民
芸
術
文
化
ホ

に
開
館
し
、
又
は
臨
時
に

三

山
口
県
民
芸
術
文
化
ホ

を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す

四

山
口
県
民
芸
術
文
化
ホ

五

山
口
県
民
芸
術
文
化
ホ

し
、
又
は
そ
の
使
用
を
拒

第
百
七
十
五
条
の
二
十

県
民

一

芸
術
活
動
そ
の
他
の
文

二

芸
術
活
動
そ
の
他
の
文

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の

な
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
百
七
十
五
条
の
二
十
一

県

務
は
、
指
定
管
理
者
に
よ
り

項
に
つ
い
て
の
知
事
に
対
す
る
建
議
に

務 律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
に
よ
り
そ

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
の
処
理
に
関
す
る

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十

条
の
規
定
に
よ
る
同
法
に
よ
り
そ
の
権

せ
ら
れ
た
事
項
の
審
議
並
び
に
私
立
大

立
高
等
専
門
学
校
以
外
の
私
立
学
校
並

専
修
学
校
及
び
私
立
各
種
学
校
に
関
す

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
方

法
人
の
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
に

と
そ
の
他
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属

た
事
項
の
処
理
に
関
す
る
事
務

法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

務
に
関
す
る
こ
と
。

ー
ル
条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定

閉
館
す
る
こ
と
。

ー
ル
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定

る
こ
と
。

ー
ル
条
例
第
六
条
の
許
可
を
す
る

ー
ル
条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り

む
こ
と
。

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
業
務
は
、
次

化
活
動
の
機
会
の
提
供
に
関
す
る

化
活
動
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料

の
ほ
か
、
伝
統
的
な
芸
能
そ
の
他

民
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
に
関

行
わ
れ
る
。

を

学
事
文

書
課

学
事
文

書
課

学
事
文

書
課

に
よ
り
、
同
条
第
一
項
に
掲
げ
る

に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
開
館
時

こ
と
。

、
施
設
の
使
用
の
許
可
を
取
り

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
と
。

の
収
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と

の
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
に
必

す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

六

日間消 。要事
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「

（号 外 ）

法
人
評
価
委
員
会

独
立
行
政
法
人
の

関
す
る
こ
と
そ
の

さ
せ
ら
れ
た
事
項

山
口
県
私
立
学
校

審
議
会

私
立
学
校
法
（
昭

号
）
第
九
条
の
規

限
に
属
さ
せ
ら
れ

学
及
び
私
立
高
等

び
に
私
立
専
修
学

る
重
要
事
項
に
つ

関
す
る
事
務

山
口
県
公
立
大
学

地
方
独
立
行
政
法

十
八
号
）
第
十
一

山
口
県
公
益
認
定

等
審
議
会

公
益
社
団
法
人
及

関
す
る
法
律
（
平

第
五
十
条
第
一
項

の
権
限
に
属
さ
せ

事
務

山
口
県
行
政
不
服

審
査
会

行
政
不
服
審
査
法

八
号
）
第
八
十
一

に
よ
り
そ
の
権
限

に
関
す
る
事
務

山
口
県
防
災
会
議

二
十
三
号
）
第
十

災
計
画
の
作
成
及

発
生
し
た
場
合
に

に
災
害
応
急
対
策

行
政
機
関
等
相
互

法
（
昭
和
二
十
四

条
第
一
項
に
規
定

審
議
に
関
す
る
事

山
口
県
国
民
保
護

協
議
会

武
力
攻
撃
事
態
等

の
措
置
に
関
す
る

十
二
号
）
第
三
十

の
区
域
に
係
る
国

す
る
重
要
事
項
の

い
て
の
知
事
に
対

務災
害
対
策
基
本
法

業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
に

他
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属

の
処
理
に
関
す
る
事
務

書
課

和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十

定
に
よ
る
同
法
に
よ
り
そ
の
権

た
事
項
の
審
議
並
び
に
私
立
大

専
門
学
校
以
外
の
私
立
学
校
並

校
及
び
私
立
各
種
学
校
に
関
す

い
て
の
知
事
に
対
す
る
建
議
に

学
事
書
課

人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
方

学
事

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）

の
規
定
に
よ
る
同
法
に
よ
り
そ

ら
れ
た
事
項
の
処
理
に
関
す
る

学
事
書
課

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法

に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
の
処
理

学
事
書
課

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防

び
そ
の
実
施
の
推
進
、
災
害
が

お
け
る
災
害
情
報
の
収
集
並
び

及
び
災
害
復
旧
に
関
す
る
関
係

間
の
連
絡
調
整
等
並
び
に
水
防

年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
七

す
る
水
防
計
画
に
関
す
る
調
査

務

消
防
安
課

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
県

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

審
議
及
び
当
該
重
要
事
項
に
つ

す
る
意
見
の
陳
述
に
関
す
る
事

消
防
安
課

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

文

に
改
め
、
同
条
第
二
号

文 文文 保
」

保

山
口
県
卸
売
市
場

審
議
会

号
）
第
七

場
整
備
計

関
す
る
重

「
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会

ス
ポ
ー
ツ

八
号
）
第

ツ
推
進
計

る
重
要
事

務卸
売
市
場

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会

イ
の
表
中

「
山
口
県
卸
売
市
場

審
議
会

卸
売

号
）

場
整

関
す

り
、 山

口
県
防
災
会
議

二
十
三
号

災
計
画
の

発
生
し
た

に
災
害
応

行
政
機
関

法
（
昭
和

条
第
一
項

審
議
に
関

「

山
口
県
国
民
保
護

協
議
会

武
力
攻
撃

の
措
置
に

十
二
号
）

の
区
域
に

す
る
重
要

い
て
の
知

務災
害
対
策

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
卸
売
市

画
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
卸
売
市
場
に

要
事
項
の
調
査
審
議
に
関
す
る
事
務

基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十

三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
ス
ポ
ー

画
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す

項
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
に
関
す
る
事

法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年

八
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

ツ
推
進
計
画
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
審
議

務市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三

第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
卸

備
計
画
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
卸
売
市

る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
に
関
す
る
事

）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防

作
成
及
び
そ
の
実
施
の
推
進
、
災
害
が

場
合
に
お
け
る
災
害
情
報
の
収
集
並
び

急
対
策
及
び
災
害
復
旧
に
関
す
る
関
係

等
相
互
間
の
連
絡
調
整
等
並
び
に
水
防

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
七

に
規
定
す
る
水
防
計
画
に
関
す
る
調
査

す
る
事
務

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百

第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
県

係
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

事
項
の
審
議
及
び
当
該
重
要
事
項
に
つ

事
に
対
す
る
意
見
の
陳
述
に
関
す
る
事

基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

七

ま
や
ま

ぐ
ち
推

進
課

水産部

」

」

ス
ポ
ー

ツ
推
進

課

観光スポーツ文化部

ぶ
ち
う

農林

に
改
め
、
同

法
律
第
七
十

地
方
ス
ポ
ー

推
進
に
関
す

に
関
す
る
事

ス
ポ
ー

ツ
推
進

課

総合企画部

」
を

十
五

売
市

場
に

務

ぶ
ち
う

ま
や
ま

ぐ
ち
推

進
課

農林水産部

を

防
災
危

機
管
理

課

」

防
災
危

機
管
理

課

条 削



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 木曜日

産
部

山 口

こ

県 報

「

（号 外 ）

第
二

「「

十
八
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行

の
部
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

山
口
県
観
光
審
議

会

観
光
に
関
す
る
重

審
議
並
び
に
観
光

て
の
建
議
に
関
す

山
口
県
文
化
芸
術

審
議
会

文
化
芸
術
に
関
す

及
び
審
議
並
び
に

い
て
の
建
議
に
関

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

て
の
建
議
に
関
す

山
口
県
労
働
審
議

会

労
働
者
の
福
祉
、

職
業
能
力
の
開
発

査
審
議
及
び
建
議

山
口
県
労
働
審
議

会

労
働
者
の
福
祉
、

職
業
能
力
の
開
発

査
審
議
及
び
建
議

号
ロ

の
表
中

山
口
県
文
化
芸
術

審
議
会

文
化
芸
術
に
関
す

及
び
審
議
並
び
に

い
て
の
建
議
に
関

山
口
県
観
光
審
議

会

観
光
に
関
す
る
重

審
議
並
び
に
観
光

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

の
項
第
五
号
の
改
正
規
定
は
、

要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
及
び

の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

る
事
務

観
光
策
課

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査

文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
に
つ

す
る
事
務

文
化
興
課

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

る
事
務

雇
用
及
び
就
業
の
促
進
並
び
に

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調

に
関
す
る
事
務

労
働
策
課

雇
用
及
び
就
業
の
促
進
並
び
に

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調

に
関
す
る
事
務

労
働
策
課

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査

文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
に
つ

す
る
事
務

文
化

興
課

要
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
及
び

の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

観
光

興
課県

庁
知
事

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

政振

観光スポーツ文化部

」
に
改
め
る
。

、
第
九
条
第
一
項
の
表
農
林
水

政

労働部

」
を

政

商工労働部

振

総合企画部

」
を
削
り
、

振

商工

八


